
（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１

一般国道２０１号（八木山バイパス）

（福岡県糟屋郡篠栗町篠栗から福岡県飯塚市内住まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道２０１号 （有料道路名　：　八木山バイパス）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗 から

福岡県飯塚市内住 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第３種第２級（道路構造令）

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 　　３．２５メートル

（へ）　車線数

から

まで

設　計　区　間

４ 車線 ４

福岡県飯塚市内住

４車線化車線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福岡県飯塚市内住

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福岡県糟屋郡篠栗町篠栗

６０ ５．７

工事施工 用地買収 摘　要

福岡県糟屋郡篠栗町篠栗



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員 １．７５ メートル（土工部）

１．７５ メートル（橋梁部）

０．７５ ０．７５ １．５０

０．５０ ０．５０（長大橋）

計

０．５０ ０．５０

福岡県糟屋郡篠
栗町篠栗

福岡県飯塚市内
住

設　計　区　間

橋梁高架部分

－

左　側 計

土工（掘割）部分
０．７５×２ １．５０

０．７５×２ １．５０

摘 要
構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 右　側

別　　紙　　１

１．５０

１．００

橋梁高架部分

（中小橋）

トンネル部分

０．５０×２ １．００

－ １．００

０．７５ ０．７５



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

７，３９４ 百万円（消費税込み）

接続の位置

篠栗

平面接続

町道内住地区２号線

県道飯塚大野城線 立体接続

他の道路の 接続の方法 備　　　考

路線名

一般国道２０１号

筑穂インターチェンジ

別　　紙　　１

福岡県糟屋郡篠栗町

内住

福岡県飯塚市

内住

福岡県糟屋郡篠栗町

立体接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ３９+１２）から福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ４２+５３）

令和 年 月 日

ロ 福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３２+９１）から福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３６+０８）

令和 年 月 日

ハ 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ４+５４）から福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ２５+５６）

令和 年 月 日

二 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ４２+５３）から福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５２+２３）

令和 年 月 日

ホ 福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３６+０８）から福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３７+６２）

福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５２+２３）から福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）

令和 年 月 日

ヘ 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ０+８０）から福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ４+５４）

福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３１+５１）から福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３２+９１）

福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３７+６２）から福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ３９+１２）

令和 年 月 日

ト 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ２７+４４）から福岡県糟屋郡篠栗町内住（ＳＴＡ３１+５１）

令和 年 月 日

チ 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ２５+５６）から福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ２７+４４）

令和 年 月 日

１

６ ２ １

６ ４ １

１

５ ７ １

５ ８

６ ７ １

元 ５ １

別　　紙　　１

５ ４ １

５ ６



リ 福岡県糟屋郡篠栗町篠栗（ＳＴＡ０+８０）から福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）（Ⅰ期線部）

令和 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日（供用開始）

令和 年 月 日（残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７，８８４ 百万円）（消費税込み）

８ ３ ３０

７ ３ ３０
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８，２５５

７ ３ ２９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２

一般国道２０１号（八木山バイパス）

（福岡県飯塚市内住から福岡県飯塚市弁分まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道２０１号 （有料道路名　：　八木山バイパス）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福岡県飯塚市内住 から

福岡県飯塚市弁分 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第３種第２級（道路構造令）

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 　　３．２５メートル

（へ）　車線数

から

まで

工事施工 用地買収

４ ４車線化

福岡県飯塚市弁分

車線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福岡県飯塚市弁分

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福岡県飯塚市内住

６０ ７．６

設　計　区　間 摘　要

福岡県飯塚市内住

４ 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員 １．７５ メートル（土工部）

１．７５ メートル（橋梁部）

往復分離しない区間 往復分離する区間

１．００

０．７５ ０．７５ １．５０

１．００

橋梁高架部分

（中小橋） ０．７５×２ １．５０ ０．７５ ０．７５ １．５０

０．５０ ０．５０

０．５０ ０．５００．５０×２ １．００

福岡県飯塚市内
住

福岡県飯塚市弁
分

設　計　区　間

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分

構造による区分

－ －

左　側 計

土工（掘割）部分
０．７５×２ １．５０

左　側 右　側 計
摘 要

別　　紙　　１



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

３，８１１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

イ 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）から福岡県飯塚市弁分（ＳＴＡ１３３+７１）（Ⅰ期線部）

令和 年 月 日

ロ 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）から福岡県飯塚市弁分（ＳＴＡ１３３+７１）

令和 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

イ 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）から福岡県飯塚市弁分（ＳＴＡ１３３+７１）（Ⅰ期線部供用開始）

令和 年 月 日

ロ 福岡県飯塚市内住（ＳＴＡ５７+７１）から福岡県飯塚市弁分（ＳＴＡ１３３+７１）

令和 年 月 日

９ １２ １

１２ ３ ３１

別　　紙　　１

他の道路の 接続の方法 備　　　考

路線名

県道飯塚大野城線

接続の位置

内住

立体接続 筑穂インターチェンジ

市道舎利蔵線 穂波西インターチェンジ

一般国道２００号 立体接続 穂波東インターチェンジ

福岡県飯塚市

舎利蔵

福岡県飯塚市

弁分

福岡県飯塚市

立体接続

７ ３ ３０

７ ３ ２９



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，３６８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４，１７２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１


